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　以下いずれも臨床的，X線学的に骨，関節の病変を　　　3・病理組織学的所見

認めなかつた。　　　　　　　　　　以上の内症例8・迄の易1出標一Asc　a組織学的検索酬1果，

症例・噛。か054敷性繭業．1・年来右彫・　を綴してみると・いつ‘れの症例漱の如く筋辮　1鞘

都より腕部にかけての神翻1継働り．早　り］起床不　のJI巴厚からFib…i・に到鞭・の段階の組織伽覗

能な位．夜間の搏鍛繍あり．運動蹴で繍脚　在し隅彫の騨・搬飽してい翻ミ判つた・
す．編甲骨上部に示指鰍の瀬・［鵬力性麟嬬　　工！1］ち①筋線欄の肥厚・ごく轍の変化か蜘つ

め圧迫によりむしろ痙痛緩和す。硬結切除により疹痛．　て・不規則な肥厚と筋線維自体の軽い変性も誌められ

漱す。　　　　　　　　　る・②脂購の1槻・筋鱗1硅鞘の腿と燃で・　Jlilll］i
症例、、高○寛。郎55才男｛生．牒．・ケ月繍　球の1土肺禰昧るが・・のmilvir，Ra；r．nwF？1一した嚇

隙，足のし疎感論馳伴う．右曹撒・示綱大　㈱が繊（m・t・pl・si・）して鶴たものの様非「1観

の購性鵬嬬めた．その別i、憶り獅1鉄す。　し⑩更に1働厭世曽大して脂肪ヘル訓鰍幌す
症例，塙臓○郎55湖1‘1，．麟。2・！・li来叡　る姪る徽・，2）・飢・の麟ヘルユアは・C°一

腿繍4ケ肺より祉1韓1蜘がある．姻鮒　P・m・n物動それの様蹴存の働莫下脂脚職が
糊力聯、．禰甲緻び右1轍・不正形の鵬端　鯛1莫外へ出るという撫もの魚も筋繊離於て
める．易㈱。より疹1融敵した。　　　　鰍欄に・）JEP？：し煽1聯鱒から化成して1餓聴
症例4、高○か057才姓識業．・f【・5州来　ものであ融1がimoraさ漁くて職らない・④1］iSIV」Sk

左肩甲繍あり運騨繍を伴う．左脚部に糊証　の撒イヒ（Fibr・・i・）・最徽階の撒として1轍組織

繍嬬め，綱もその購・より獅消失す。　　のいろいろ繊さに練細ヒする像が認めら泌・趣に

症例5，瀬〇八〇三39甥性．麟。3輔∫より　は完鋸Fib・。・i・によつて筋組織が1撒されてしま

項部緊総強く，左腕の挙上不能と泌．局所碗と　う・（願3・4・5）・その間・筋灘の郷翰離覗・’

し噸繍噸く，髄により軋ilee音醗す．鞭部　られる・・の徽変イヒに伴つて撚のnWt；，鰍化す

購盾構欄鮒。　　　　　　る例もあつたが撒漫潤や蝋の変化肱く淡騰
　症例6i土OきOし　65才女性。農業。約25年来腰　　　は何れの例に於ても誌められなかつた。一例のみ

秘り，髄糟。齢獣しく，特岬・獺購及び　M・・。・yt・様の大翼酬糖幽るものがあ゜t：（写

夜間就床時悠痛あり。夜間は搏動性となる。右腰部に　　　翼6）。

煙大の硬雛認めた．易㈱・より；9痛轍す。　　臨床㈱型の異る2例の内症例9は螂身伽の繍
　症例7：』岩0正0　46才男性。機業，，1年来肩こり　　性硬結を劉徐した組織所見であるが，筋線維は特異な

あり．轍瀦強く禰総圧鯨媚め・れ酬除　概購り，e・｝’こは脂購の搬も炎症働なく

す潔饗臨姓．＿ケ月来腰禦’（難維難ぎ識灘
蹴漱繭灘に短大の球状鮪拓箭性麟嬬め　である・症例1°は？申繍の騨囎い：ものを見肌

た。易㈱。より締は轍した。　　　　た（脚5）・撒繭囎には才i与肥馴ていたので
以上8例と硝臨床戯嵌る洲芽痛・鰍嫡臓　あるが・購学「内に畷融もFib「°sls淵められ

、例と葎鰯内繍性鵬の・例醐照例として加　ず・この齢筋蹴へ月旨ll方繍の侵入が禍ら批の

熾勲行f、Dtn。　　　　　　も椴蜥見である・かくの如く．僅か2例ではあるが・
症例・・吉・公・・9才姓．紡績工．約・・ド緬　細究の鋤例や従繍家の賜と必しも『一致しな

備痛と第・・一・離棘突起撤症を瀞唇う．榔胸神経　い所見が得られた・斯の女「1く㈱・膜を中£とする線

後枝倣賜部に繍をふれ融繍膜醐除．購　欄織のとる簾というa・の暇剛ヒ礪むもので
部附近の瘍撤漱しt。が，鱗ケ所の背蹴断年　ある專がわかる・

続き次第に軽快す。　　　　　　　　　4・小　ts
　症佛0・原○武45才馳。木材工雛役夫。8ケ　　以上背精騰聰者の繍性筋硬繍；の病酬L織学

前慢性胃炎で胃切臨そのしばらく肩肋・ら柾働痛　醐螺の結果・金例に筋線維糊巴厚嶺→脂肪化成→

あり。次第に増悪肩関節運動制限を見る。右三角筋々　　　脂肪線維化→筋肉内Fibrosisという一連の病変過

内に小指頭大索状硬結あり捌出す。捌出后該部の落痛　　程がいろいろな強さで存在する事を発見した。翼に少

は消失するも同一筋他部に同様な癖痛生じ約2年再発　　数例であるが臨床的病型の異なる有癩性筋硬総窃；と背

を繰返す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　痛部硬結筋膜に夫々些か特異な組織学的変化を諏め
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　　た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4群：筋過労＋ビタミン欠亡＋冷え黄荷群では筋

　　　　皿　実験的研究　　　　　　　　　　　　　　　　線維鞘の不規則な肥厚とその脂肪化成の像を認め・脂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肪線維化，又1愈L管周闘のFibrosisも強い（．ソ・其7，8）。

　　　1．材料及び実験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　第5オ，／i：筋過労＋ビタミソ欠亡＋冷え＋過食塩負荷

　　　同腹の獅16P聴働】し剛！眠の置かれている1號　群では，筋榔鱒の　騨とその欄方化∫蝦びljl鋤糾1維

　　を考慮して・筋過労・版・ビタミン欠乏，過鮪の　化，PAS　II蹴α）Fibr。・i・も」；り…糊に1脳られ，筋

　　4鮒条件鰍合せて郷ミを徹った・鮒の方法は　線承1徽エオジンに剛物1躁する（顎9，・0，11，12）。

　　次の如くである。
　　　・）筋過労嫁駒一但l」下肢｝・。，・鯛・6・鷹の　3・！」’II蒋

　　モサ鴫よ融制騨1塁動を筋せた．。磯灘　 以」・の罫搬の撒鰍例に於て1進航と購酸
　　同一獅・対し隔EU・・塒ll］宛1Q回，更1。轍き1棚　イ1・購㈱繍の肥厚・そのIli’Sil；li・tヒ灘燃る脂iVi

　　に21燗宛121－1徹つた。　　　　　線靴という轟鵬’耽ひき起し1【｝た・そしてかx
　　　b）冷え、・・C～2・Cの牌i・WL”，、5日隣襯し　る変化蝦も嵜明に卵・した嚇筋過・労，ビPt’　E　”

　　めた。　　　　　　　“一　　欠亡・版樋鮪の蝶f’［欄合覇鶴た辮あ
　　　。）ビ。，。B．C欠乏，　・．1．：1．Z2・⑳示備白米のみ　つた・尚本一1蜘こ於て，㈱繍1のJIRIYi化賄渤ず

　　欝え45日間鮪した。　　　　　　に謝鯛徽び西棚着欄近の強いFib・・si・掘
　　　d）過鮪，5％館凝・・，．，．ゾ。デにより撫　し醐楠るが，その1姻蹴て1謝爵田1究襯ける

　　　勺に45剛灘投与した。　　　　　鞍である・

　　　以上の蝶件敏の如く組合せて実験勤を5群に　　u〔考　察
　　分けて比較研究した。

　　　第琳・筋過吻み鮒したもの。　　　　胤り課撫蹴轍が鷲可酬闘獅硫楓
　　　鯛働過弥冷え韻荷。たも。。、　例燃湖①の1燃・畑ま鯨蝋微の67％が
　　　第3群・筋過労遡館を鮒したもの。　　　靴りを・54％が麟蜥騒とu・う・こ瀞齪の

　　　第・瀧腿弥ビ。、。B，c欠乏。冷えを鮒　欄や脚班漁醗量細ま，背鞭1燗1購区
　　　　　　　し．たもの。　　　　　　　域・欄1では儲筋『イ1　輔鴎琳1醐｛筋の外
　　　第5祥嚇糊。ビタ，。B，　C欠乏＋冷え。倣　｛蠣部力願’・S’ti】ち欝は不燃な　　lli1・獺鋤での

　　塩を鮒したもの。　　　　　　　f礫を強制さ泌辮が多く・従つて筋肉の繊ざる過
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　労が自然この様な部位に発痛点や，イ了痛性筋硬結を作
　　　2・突験成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　る様になると考えられる。欧米’野派によればかsる疾

　　　家兎を実験終了と同時に殺し，実験に用いた後肢下　　　患をFibrositisと呼んでいる。

　　腿を1°％フオルマリソ液にて固定し・その櫛｛耐1よ　元来Fib・・siti・蹴て搬ll組織学的にどの様な見

闇賂4ケのJXc腿筋肉牌採取し・パラフイ砲埋をな　解があるかをそのf懐融もの蹴破灘購察t．

　　し，ヘマトキシリソ・エオジン染色・PAS染色，ア　　　てみると，大きく別けて炎症性変化を見風しているも

　　ザソ染色を実施して検索を行なつた・　　　　　　　　のと，そうでないものとになる様である。Fibrositis

　　組織鞠所見を前述した負荷ft・（Ll・による各群蹴て言己　なる語をユ904鱗1めてSl・1燗したW，　G・w，・sは腰痛

　　載すると次の如くである。　　　　　　　　　　　　　の原困となる線維組織の炎症を推定していた。1920年

　　　第1群二筋過労のみを負荷した群では，筋線維鞘の　　　Stockmanは組織学的に筋膜の炎症1生増殖像を朋らか

　層肥厚及び」血瞥壁の肥厚を認めたが，脂肪球の繊現は見　　　にしたのであるがtかs為見解をとるものとして例え

　　られなかつた（写真7）。　　　　　　　　　　　　　　ばCasagrande⑨1ま、　Fibrositisの組織学的変化とし

　　　第2群：筋過労と冷えを負荷した群では・筋線維鞄　　　て漿液俄線甜li素性漫出液の出現，線維芽細胞及び」血管

　　の肥厚・加僧壁の肥厚・，山濃；周囲の軽度のFibrosis　　　の増殖，円形細胞の浸潤，限局性の線維肥厚，結節形

　　を認めたが，脂肪球の出現は認められない。1血L管周囲　　成，線維性轡縮が見られるとした。本邦に於ては，諸

　　及び筋膜附蒲部附近のFibros1sの程度の強いことが　　　窟⑤④⑤⑥の筋。筋膜性腰・背畢！おに際しての筋膜の変

　　目立つ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化に関する研究がある。組織学的には，浸潤期，増殖

　　　第3祥：筋過労と過食塩を附加した群では筋線茄絵鞘　　　期，肉芽期を経て搬痕期に至る夢1’」嚢を脊髄判i経後被貫

　　の肥厘，1血峰；壁の肥厚lJ鱈雪3周囲の軽度のFil）rosis　　　通部の筋膜に見出し，牛騙こ1謀性に発症するものに注目

　　を認めたが，灘旨肪球の出現は見らオτなかつた。　　　　　　し，慢性歯撫炎，蜘槽膿漏，桶挑腺炎等合併するもの
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多い事を考え合せて組織アレルギ・…様変化ではtsいか　　　るW．　Graham⑬の記述によればFibr。sitisの1東凶と

と述べている・　　　　　　　　　して外傷感染，寒冷曝景馨，灘腎，す滋風論え，

以上の如く嫉醗融を鵬かにする意見に対　澱の激変蔽労，鮒の嬬調賦謝鰐藁僧談
し・非炎症膝化を認めるものとしてを統ずC・pe一 @勢，膿諭。榊酌儲1腰1恥あげてい為講
…＆A・k・・m・・⑦⑧（1944）の筋lilttr下脂肪ヘル・ @，。鮒，、勺聯1勺姻、英糊葭，。囎されてい。様で

ヤ説がある・僻はFib「°sitlsに際して皮下又蹴内　ある．我が1、1の肩。り．麟が多剛よ1・1米館よる

鞭結として伽るもの暇は筋膜下脂肪醐膜蝦　・，，。B欠乏であるという小沢教授の温剋1趨蹴し

部からヘルニア施して出聯ものであると述べ，そ　るものである。

蕪灘雛繍鞍撫擁讐鷺懸1難難灘難
醤1簾膿課、織蕪畿と亡薯虞講猷酪榊實内脂肪一・1・…：　」’eLm　C・P・m・繭

筋膜の小鶴、棚で起、と述べて、、。．脳臆　如く既存1擶肪繍からlllじたもの螂肥聯線㈱

れば鰍楠総灘礪躍方と癒靴詣肪縄鋤1・iカ：ら化成し規ので一幌これカミFlb紬に変恢

鷹ぞ・1・・…と嵌・鞭…鵬燃線鋤纒奪霧雛蹴畿鰯顯｝；1

轍欝灘繍る鰯繍霊難囎髄舌の賜造難慢蜥・・繍・
勲作ると云う．本邦でも幅⑫等はか畷化嬬　の一つの鞭ひセこ柵櫛幽網ナ・主鵜たと戦

め燃を鮪している。　　　　　　る・そしてこれ蝦附るべく贈孤よ翻繊験で
以上述べ蜘くFibr。蜘。1溺ら悩綱購学　臨糊と同撫搬を惹起す・とに成；」J　L・特に筋過

的変化としては，St。ckm。。，　C、・ag，、。d，，諸欝の　労蘭1えて冷え・ビタ・y欠亡・過蝋撚の3条ltl：

炎症性変化，Copeman等の脂肪ヘルcaア，　Dittrich　　を禽併負荷した時かXる変化が最も強く出現する鱗を

の筋膜・筋膜下脂肪癒着が，代蓑的なものとして上げ　　　明らかに為し得た琳も従来臨床的に云われて来た病悶

られると思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　論の裏付けとして富与し得るものと考える。

　Fibrositisの病因論に就ては殆ど諸家の云う所英栄　　　　我々はFibrositisのこの様な組織掌的変化の把撚

学派もドイツ学派も同じ様な見解であるがこ殴こ比較　　　をもとずいて，更にかエる線維組織の変化が血管の変

的最近の英米学派の広い見解を包括したものと思われ　　　化や，生体内の種々な生化学的条件の変動とどの様な

　　　図皿　　FIBROSITISの病理組織模型図
　　　　　　　　　　　筋線維鞘の肥厚に始まる脂肪線維化の過程

正常筋線維　　筋線維鞘の肥厚　　月旨肪球の比規　　筋撮碓鞘の脂月鍬戚

脂肪線維化工∬　皿Fibrosis，
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闘連を以て行なわれるかという点を病理組織学のゴ£場　　　　症例2：佐○な0　32才鯉li。運搬婦。常にリソゴ

から研明して行きたいと考える。　　　　　　　　　　　　　　箱運搬に従塩しているが，2ケ月前石をオ守ち」r．げよう

IV本編嚇 1鼎1灘鑛1蟹惣糎1撚
　いわゆるFibr・・iti・と呼e－m’izる背痛，脚南に際し　間な・1・」鰍・悔り。肥1烈棚1・煮・脳曳す。榔蹴1｝へ・レ

てしぽしば調められる：有り南性筋硬結に就て・臨揖ミ例並　　　＝アは合併せず。術后2年以上全治。

に動物騒例の搬【1糸it織学㈱院輔魁・・従料賄　　症例3・川O｝］椥32棚｛、k。舳lllエ。約26ktst　D

観ない次の新知見を得た。　　　　　　　1辞隼腋上下する作業。約4ゲノ揃非甥L性虫轍乎

　臨床例の検索の結果　　　　　　　　　i・lti。術后繍劃欄・であつたが約1列備特に1醐なく

　1）先ず筋辮醐の肥厚，力徽維の変1生に始り　　右糊1から下肢rこかけて激しい馴1が11勤身動き1」旅

　2）次に筋線維鞭囎1り∫化成による欄ノ∫鰹長が筋繍ll…　なくなつた。・t　tuチゾン姶む保榊胱髄iな3ケ」桁

問に出現し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うも無効。ミJ：Ptグジフイーにて第3。4腰樵問管騒霞狭

　3）　更に多くの脂肪組織が発｛1三して，筋一筋膜問に　　　91・・iあり肥解黄lll堀帯なi4J除す。術薦2ケ月后右肩及び上

脂肪ヘルニア様変化を起し・　　　　　　　　　　　　　鰐の筋痛なf）「発す濱、も治1ナ。術后2i，以ヒ金治す。

　4）この脂肪ヘルmア様蛋化が線維化し，角ラ珊1維は　　　3，・ftJil・，L例の紅織学ll勺所見

分離餐縮し，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　症例1：㍉1嬬胆帯の猟．ノ」線維は切巾｝禰層こ1断裂崩壊し

　5）次にFibr・sisの状態に灘る・　　　　　少くなり，その問劉規Ll［lf，1，：1馴〔繍∬…測，・襖してい

過程を辿るものであ嶽11：を認めた。　　　　　る。そして膠原線維は随所で膨ll二している。欄赫職

　次に家兎を使月1し，筋過労を強制し・更に寒冷，ピ　　　の侵入している所見もあつた（写IXI，7，18）。

タミンB・C欠亡，過食塩の条件を∫葡して動物撒　　症例2：

を行なった結果，臨床例と同様な｝　　　　　　　　　　　塞症例は館常な弓｝μ力線維部分の残存する所も認めら

　1）筋鱗鮒の肥厚　2）そのJ】旨肪化成　　　れ（‘鎮19）樹ま網笏に弾力線維の俊建常1紛が見ら

　3）　脂肪線維化　　　　4）　FibrQsis　　　　　　　　れ左半分にぶ｛1力線維の断裂融解が∫馳られる。こxでも

という過程を示す所見を得た。　　　　　　　　　　　　不規則な膠涯｝｛化や膠原綜維の膠化がll忍められる。弾燃

　本実験に於て過労・矩冷・ビタミン欠亡・過食塩の　　　線維の願粒ll丸に崩壊し．た像も誌められる（写翼20）。

4条件を禽併∫ll荷した群｝こ於て最も：醐1に上述の女IIき　　　父1螺1：内脂肪ヘルr一ヤの部分もある（塀翼21）。塞例

・組織学的変化の号）4）の像を示した。　　　　　　　　では同1噂に採取した棘牒1靱吊二に結合織の崩壊とフイブ

　以上の過程を模式図的に褒したのが図珊【である。　　　　リノイド変性が認められた。

　　　　第二編いわゆる「黄靱糊巴馴の鯉綿織　　旋例3

　　　　　　　　学的研究　　　　　　　　　　　　　　　　本例も弾力線維の陶1裂宮しく（塀真22，23）ぽらば

　　1嚇例。翻　　　　　　らe‘t，”つていて1そ゜D　II’t］に欄脆購化趨り・竪

・．1オ徽鹸勅法　　　　　　騰維の膨でヒが禍ら漏・動腱唖【仔様膨化も認

糞騨畿聯欝粗欝2徽雛鯉畿繋lll蝋
検勅法、騰榊：ちに賜。オルマリ咽定．パ　伽㈱こ雛附轍こよるi撒馳灘醐・たぐ写

ラ。イ。包埋購となした謙色はヘマ固・シリ。。　真27）・かく卿く欄2噸て林欄に於ても・1｛1

＝オジソ，，．ギー，。，。イゲルト，＿一。。リ藻色　鰯繊の変倣でなく鰍起」・靱榊・1醐鱗に

を撫つた。　　　　　　　　　瓢迄・鵬か婦1織学脳㌧柳視を認め塒離だ
　2，症　例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　興味あることである。

症伽綿○晴。33才男性．火夫．肺からたま　以上全伽1配て荊す砺黙粥コ灘囎い
たま軽い麟鵬つたカ・，・ケ肺灘轍をひねる　［i礫融醗；欄購耳源灘による蹴一1獅灘の

緋で急に轍に放散一g一る闘随り歩脚儲、後　膨化であつた・

万1杯能となった。ミ皿Pグラフ・で一で第4・5腰椎々管　　　皿考　按

腔の狭’管あり。肥厚黄馴｛！：を切除す。椎間’欧骨ヘル＝・　従＊繊鞭翻1ヨ厚は多く椎r翻i尉ヘル轟ヤの随伴耳豫

アは合併せず。術后2年以上全治すo　　　　　　　　　　として起るものと考えられてきたo従つてその病理組
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織学的な変化に就ても単なる外傷に対する反応性肥厚　　　な程度と量の代撹性線維症（SubstitutiQn　Fibrosis）

とか搬痕性肥厚であるという様に理解されて来た。勿　 が正常の弾力繍f盗にとって変り，これが見捌けの革獺！；

論外傷はこの変化に大きな役割を果すであろう榊ま疑　　　の厚さを変えるものである事な組繊学ll勺にりご証し，而

いもないが，この靱帯の組織構造の14芽性や，生理的機　　　もこのFibrosisは必しも神経痛の有無やゴ1呵令と関係

能から考えて単一一一fs外筋許りが肥1享の原囚とは考えら　　　なく起る罫を認めた。翼に彼は靱帯巨ヨに無髄利1経線維

れず，年令や長年の過労や靱椙：組織の栄養を決定す若，　　な発見しこの三悩よSteind工er⑳再参の“p。sterior　synd一

諸因子等がっみ重ねられて起るものと考える。そうい　　　rom”に於ける放散lil’iを引き起す発痛点の・一一つとして

う意味で前編に述べオニ筋組織の易台と一・脈相通ずるし・　　　この靱帯が考’えρ2・Lる事を示瞭し，肥厘と云う號葉が

わゆるFibrositis的なものとして菰靱帯組織の組糸1曳　　不適当であると述べた。本邦に於ては閣⑳｛淵環1靱帯肥

学的な痛変過程をIIJJらかにせんとするのが本研究の日　　　彫の主要凍困を外傷であるとし外力による線維の1祈

附である。　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛裂，次いで起る外騎性多ミ症，結合織の増殖という過程

　ζの靱吊；の生麗的llli髄を威、岬：⑫⑳に従つて略述すれ　　るr経て廠痕化硝」様変憐なとるものであると述ぺてい

ば，黄ll糠帯は」二下の椎弓を結合し，椎聞孔の後部を形　　　　るo

成している。そして組織常的には主として弾力綜維か　　　MenSorに次いで脚ご注目すべきはMtiller⑳の穀

ら成ゐ為黄靱帯（Ligainentum　flaVum）とII乎ばれる　1醐ll・カにした兜解であ；：、。即ち彼は39例の撫｝｝】軟ll・

が，現在解剖学名と1しては弓【｝町靱帯（LithTamenta　in－一　　ヘルユヤ，4例の非椎間軟・F」・ヘルニヤの手術例と，60

terarCualia）と記載される。主な部分をllliめZ汚lii：力線　　　　例の非II痛患珊剖検伽1の黄靱帯に就て組織’〕循勺に比較

維は互に平行して縄の如くより合され，線維は畷々枝　　　検討震ご行なった結果，側検例に．於てもi完金な騨ソ」線維

分れして他の線維のそれと先端で鋭角に酬1合し，丁度　　　組織がtli持されているものは10％に．過ぎず，90％は弾

魚網な弓1きf申した状を晃する。横断面な見塚，とr揮力線　　　　力纏維組餐距llに膠原線維が混：蕉すること，及びか．Nる

維は多角形，或は円形に鱗’禽して小グループを造り，　　　　変化は必しも年令と関係なく起り得る菓〕を明らかにし

その閥を繊細なフmルトの様に膠原線維と線維封：細；｝包　　　た。fUし，　rl　lには不規則な胴宝力綜維消央や，硝子化，

が埋めている。k方弾力線維は極めて弾力性に當むも　　1］旨肪変性の認められるものもあるが，蝸剖検例で1叡概

ので・その本来の長さのユ50％逡伸ばされなくては切　　　して膠原線維の混在し方が親貝囁正しいものが多い。こ

れないしi］・つその為には20～30kg／cm2の力癒要する　　　れに反して椎間軟骨ヘルニア乎術例では，規則∬三しい

という。以上の様な織紙学的構浩からも明らかな如　　　膠原線維の混入は稀で，不規則であり，且多くが硝子

く・黄椴帯は恰もゴム帯の如き弾性体と「して働き，脊　　　化，膨化したり脂肪化する算を見出した。彼は更に膠

柱の剛1やねじれに際し緊張し同1晒こ又元の側歯に引　原線維カミ1靴・硝子化することV＊物質代謝の失識こ対

き戻そうとする。畏松㊧にょれば，屍体に於て黄靱帯　　　する機能的な適応として起るものである郵：を，靱帯に

で連結した頸椎から腰仙関節迄の椎弓列を推体から切　　　対する化学的な爽験から根拠づけし，それが淡して鴬

離すると，この椎塔列の全長は約1・／7の短縮を見ると　　　なる結舎織の搬痕や肥厚として考えらるべきでない黙

いう。つまり黄劔帯は樵間板と共に脊柱を常に正常位　　　を強調した。

に保とうとする力を有している。従つて憩激な・或い　　　本研究に於ける諦患靱帯の組織掌白くj変化はいずれも

は慢性の無理な脊柱に対する牽引・欝曲・捻転撃の歪　　　弾力線維がばらばら｝・こ．所に．よつては頼粒状に断裂・崩

はこの靱帯の障霧の原因となる罫は当然考えられる。　　　壊し，その間を不焼則な膠原化と1膠原線維の強い膨化

　以上の如き生理的構造と機能を持つ黄靱帯がいかに　　が埋めてい謄、像を明らかに示した。この像は飯島⑳が

して腰痛の原囚となるかについては・1913年Elsb　erz　　illk・腱鞘炎に於て見た腱線維の細裂，災に膠原融解

がこの靱帯が病因となり得る罫を指摘し・1931年To－　　（Collagenolysis）の｛象を想起せしめる。腱と同じ様に

wne＆Reichert⑳がこの靱帯肥厚の罵尾ネiilmaEE迫に　　　舐靱帯セこ繰返し与えられる過労（例えば絶えざる前傾

よる根性坐骨神経痛例を報缶したのに始る一連の研究　　　　・前臓労働や，重荷の背負い仕；事，投炭の如き腰ひね

がある。その后当分はAbott⑳等の研究を始めとし　　　りヲ」働等）がこの様な変化な起す虫要な役制を果すで

て，問題の中心は正常或いは病1㍑£肥駅・潮帯の言1・測　あろう・撚想像噸僅くない。Mlillerも牽引や・弱1｛折

や，どこ迄がll三常の厚さでどこからが病的な厚さであ　　　等の状態は膠原線維組紀表1のbradytrOPhisch（1＃賀緩

為かという様な点に澱かれていた61942年Mensor⑳　　　桜勲勺）な栄騰困難と共に，一層強い膠原化とゴllll子化を

は始めて，黄靱帯肥厚二は単ノよる線維紐織の飛iPi勺増大で　　　　引起すし，　th1．管壁の硝子fヒは一一層このjl覧程を強めると

はなく，組織構成要粟の決定的な病的変化・即ち種々　　　訟つているが，爵者の例でも前述の如き瓢L管墓毅の硝子
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様膨化像を明らかにした。かxる」直L管の変化と靱帯組　　㍉期よ感謝を捧げます。翼絶大次御協力な頂いた佐久総

織の膠原化の何れが先行するものかと云う点今后に残　　　合病院の諸氏殊に飯胤貞司，越川1宏・・．山下隆鷺の三

された大きな闇題点と考えられる。更に2症例に於て　　　氏，並に；1ヒ儒総合病院従業員諸氏に深謝するものであ

黄靱帯と同時に採取さ2xた棘突起上靱帯や重凍闘靱帯が　　　ります。

いずれもその膠原線維の膨化や断蚕襲・崩壊を示した事

は電要であつて，黄靱帯の組織変化がたS’それに加え　　　　　　　　主要文献

られる機械的な外力によつてのみ引起されるものでは　　　①若月：日本農村医学会雑誌　5～2：14，ig57

なく，これ等膠原線維の変化を引起す金身的な物質代　　　②（Jasagrancle＆Frost：Fundamentals　of　Clini・一

謝の異常の一爽現としても起きて来ているび）だという　　cal　Orthopedics，1953　③諮富：日本整形外科11拝：会

考えを裏卜1’けするものであり，この点Mtillerのすぐ　　　llll誌　27：152　　④諸寓：EIオ江医lll：斬報　No・1658：

れた澗察とも一致するものと云えよう。脂肪侵入像に　　251956　　⑥諸粛：日木医事新報　No・1659；22

ついては，果してこれが膠原線維内から発‘Lしたもの　　　1956　④諸當：’f’術　8～12：1，195tl　⑦Cope一

か外部から侵入したものか審になし得ないが興味ある　　　man＆Ackerman：Arcll．　Int．　med，79：22，1947

所見である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③Copeman＆Ackerman　：Qudrt，　J，　med．：13：37

　以．．E：病理組織学的観，rf－litから臨床的な腰痛発症に対し・　　－51，1944　　⑨Bateπ1an：The　Schoulcler　and

て蓋：Fの推察ta“加える／！”」’｝：を許されるならば，いわゆる　　Environs，1955　⑩Dittrich：Am．　J．　Su「9・87：

肥厚の組織学的本態は弓lil力線維の断裂・脚察乏に引続き　　66－73，1954　　⑪Dittrich　：Am，　J．　S　ursr．91：80，

起った不規則な膠原化と膠原線維の膨化であり，か．L　　1956　⑫中島他：交う盈医学13：．1－17　⑬Cecil＆

る変化が高度に達した時3兇掛けの厚さの肥厚が起り，　　　Loeb：Textbook”f　medicine．9th　Edit，　Satmders

樵間軟骨ヘル＝ヤな伴わないでも嵐独に神経根な1：1三迫　　⑭Freyberg　：Pathologic　Physio】ogy　1952

して同様な臨床症状を発するのであろうし，一方若し　　⑯R．D．　Williams：Signs　and　Syniptoms　P・190－一；

MenSorが諏う如くこの靱帯内に神経線lilliが存在する　　　P．228－1957　⑪鑓沢：リウマチ性疾患の臨床　，・1，，タト

とすれば，この病変の過程に於てそれが刺戟される時：　　医単祉　　⑰飯野：腰荊と背癌2jUl医掌・1醗1952

にはいっでも，反射的に放散する腰痛を惹き起し得る　　⑱鳥屠外：リゥマチ及びその周辺の疾患　金原出版

であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑭Sodeman　：pathologic　Physiology；Saunders，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳J．J．　Bonica：J．　A．　M．　A．164：71957．　p，732
　　111本編の結論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳内藤・日本整形外科学会雑諒　⑳Rauber　：Lehr－

　1・本編に於ては，椎間軟’胃・ヘルニアを伴わぬ，い　　　buch　u，　Atlas　d，　Anatomie　d．　Menschen．工．　Thi一

わゆる黄靱帯肥厚の易il除黄靱帯に病理糸［L織学的研究を　　eme，1955　⑳Maximow　l　Textbe⊂）k　of　Histo：ogy，

行いその線維組織の基本的な変化は　　　　　　　　　Saunders　1953　⑳長松：関節運動より兄たる筋学

　1弾力線維の不規則な断裂と崩壊　　　　　　　　　金原轡店　ユ936　　⑳Town＆Reichert：Ann．

　2不規則な膠原化の進行　　　　　　　　　　　　　Surg；94：327，1931　　⑳Abott　：J．　A・M・A・

　3膠原線維の膨化　　　　　　　　　　　　　　　　　106：2129－2130，1936　　⑰Mensor＆Fender：

という過程を経るもので，特に膠原線維の膨化が腰痛　　　Surg，　Gynae．＆Obst．，73：6，1942　　⑳関：日本

の発鑓にとつて重要な意義を持つものである事を認め　　　整形外科学会雑舘　24：1－2，1950　　⑳Mifller　u・

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Schmidt：Zentralblatt　f．　Pathol．　Bd．98　1959

　2・同時に採取した隣接諸靱帯の組織所見に於ても　　⑳飯島：日本農村医学会雑誌　7：3，1959　⑳Ste一

同じく膠原線維の膨化・崩壊が起ているのを見た。こ　　indler：J．A．　M．A，110：1061938　⑫Steindler：

の窮は黄靱帯肥厚の問題も他のFibrositis様疾患の一　　　The　Jour．　of　Bone　and　Surg．22：28，1940

環として，結合織線維の変化に関係する物質代謝に及　　　⑳W。Mercer：Orthopedic　Stlrgery　4th、　Edit．　E，

ぽす全身的な諸要因との関係に於て成立つている事を　　　Arnold．　London　　⑭Anderson；Pathology　3d．

考えさせるものである。その点第一編に於て述べたと　　　Edit．　mosdey　1957　　⑯神中：神中整形外科学

同じ方向で研究が進められるべきものと思う。　　　　　2版　南山堂　　⑳神中幽整形外科手術醤　　⑳山田：

撚する，。当り，御繍醐1指導徽閲端つた恩　日鰹遡不’瞠鱗誌27：166¢鉱村：日木外

師研善＿郎獺並燃始御｝敷鵬腱順い嫌灘　科学鎌｝捻53；2771952

北信総含病院長，若月俊一一佐久総合病院長に心から深
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写真L　　所謂脂肪ヘルニア様像　　　　　　　　　　　写真4．　脂　肪　線　維　化

　　　　　　（アザン染色）　　　　　　　　　　　（アザソ染色）

写真2・　脂肪ヘルニア様像と筋線維　　　　　　　　　　写真5．　脂　肪　線　維　化

　　　　の分離，萎縮

　　　　　　（アザン染色）

写真3．　脂肪線維化　　　　　　写真6．　筋膜の肥厚
　　　　　　（アザン染色）　　　　　　　　　　　　　　皿onOCyte様細胞の出現
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（P．A．　S・染色）
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写真7・　筋線維鞘の肥厚　　　　　　　 写真10．　脂肪化成の進行
　　　　　　　（P．A．S染色）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（P．　A・S染色）

．潮　　　　　　．一肉L
写真8．　筋膜附着部附近の筋萎縮　　　　　　　　　　写真11・　脂肪化成と線維化

　　　　とFibrosis　　　　　　　　　　　　　　（アザン染色）
　　　　　　　（P．A．S染色）

写真9．　筋線維i鞘の脂肪化成　　　　　　　　　　　　写真12．　脂　肪　線　維　化

　　　　　　　（P．A．　S染色）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（アザン染色）
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写真13．原○例

　筋線維の壊死

　　　　（H・E染色）

写真14・　原○　例

　筋線維鞘の肥厚

　　　　（Pap鍍銀法）

　　写真15．　吉○　例

　　　神経線維鞘の肥厚

～　　　　　　（Pap鍍銀法）
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写真16．　吉○　例

　筋膜組織内えの脂肪組織の侵入

　　　　　（H・E染色）

写真17・　綿○　例

　黄靱帯組織内えの脂肪組織の

　侵入
　　　　　（H・E染色）

写真18。　綿○　例

　黄靱帯の弾力綿維消失

　　　　（ワイゲルト染色）
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写真21．　佐○　例

　黄靱帯内脂肪ヘル＝ア像

　　　（H・E染色）
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写真22．　川○　例

　黄靱帯弾力線維の断裂

　　　　（ワィゲルト染色）

’ゲ真．24。　　　JilO　　 〔列

　黄靱帯の膠原化と戴豚壁の硝

　子様膨化

　　　　　（H。E染色）
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、；　　　　写麟川゜例

　　　　　　　　　　　　　　（マロリー染色）

写真27．　　　Jll（⊃　　｛列

　棘穿起ド靱帯周囲筋組織の線

維軟骨増殖による置換

　　　　（H・E染色）


